
（下水道の整備、高度処理の推進）
・H16～24の期間で下水処理場４箇所、高度処理施設15箇所が完成

H23末の下水道普及率は91.8%、高度処理人口普及率は49.8%

（農業集落排水事業）
・各府県の整備構想に基づき整備推進、H23末の整備率98.3%

（浄化槽整備事業）
・各府県の整備計画に基づき整備推進、大阪湾集水域における

H23末の汚水処理人口普及率96.3%

（河川浄化事業）
・琵琶湖内湖の浄化浚渫(5箇所)や内湖拡幅(2箇所)、栄養塩

溶出削減対策(覆土3箇所)、一時貯留池の整備などを実施

・淀川では流水保全水路の整備、鵜殿地区でヨシ原の再生、城北
地区等でワンドの再生を実施

・大和川水系では浄化施設の設置･機能向上(13箇所)、モニタリン
グなどを実施

・寝屋川水系、石津川、樫井川河口でも浄化施設(5箇所)、浄化
浚渫(4箇所)を実施

・土居川で海水導水事業、近木川河口で汽水ワンド整備を実施
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■■大阪湾のゴミを減らす大阪湾のゴミを減らす

（浮遊・漂着ゴミの削減）
・大阪湾クリーン作戦、瀬戸内･川と

海のクリーンアップ大作戦など市民
参画による取り組みを推進
回収活動の参加者数は例年2～5万人程度で、
H16～24の年間平均回収量約2,400㌧

・海洋環境整備船による浮遊ゴミ
や油等の回収を推進
毎年、大型ダンプ500台分のゴミ
を回収(約2,500㎥)

・海洋レーダによる流況データ等を利用した浮遊ゴミ･油等
の挙動解析の実施

■■大阪湾のモニタリング大阪湾のモニタリング

（リアルタイムモニタリング）
・大阪湾内13箇所で、水質･流況等
の自動観測装置を設置(H21)
H22より観測データ配信を実施中

（大阪湾再生水質一斉調査）
・企業や大学等との協働で、夏場の１日を定め、水質
調査をH16から継続して実施(H24:496箇所)
※詳細は別紙参照

（大阪湾生き物一斉調査）
・市民・NPO団体等と協働で、沿岸部に棲息する生き物の
調査をH20から継続して実施
※詳細は別紙参照

■■大阪湾の水をきれいにする大阪湾の水をきれいにする

（生物による浄化能力の強化）
・関西国際空港や新人工島他で、環境改善機能を備えた護岸
の整備を推進。多様な海藻の生息を確認

（窪地の埋め戻し）
・港湾整備に伴う浚渫土砂を活用し、堺２区や阪南２区など
で試験的に窪地の埋め戻しを実施

■■人と海との関わりを取り戻す人と海との関わりを取り戻す

（自然的な海岸線の整備）
・計画約5.9kmに対し、堺旧港の親水護岸他で約4.2km完成
・海辺の環境学習やウォーキングには多くの方々が参加

（海に面した緑地の整備）
・計画約122.7haに対し、堺２区、神戸空港他で約56.0ha完成
・堺7-3区｢共生の森｣、｢尼崎21世紀の森｣では、市民ボランティア
や企業等の協働による緑地の整備を推進中

・H24大阪湾アンケートの結果、回答数738の内､約2～3割の人が「10年
前に比べて「海の色･匂い」が良くなった･やや良くなった」と回答

■■生き物が棲みやすい場所を増やす生き物が棲みやすい場所を増やす

（場の整備）
・藻場は当初計画13.2haに対し、中南部海域他で36.25ha完成。

海藻が活着し、メバル・カサゴ等の保護・育成を確認
・浅場は計画約2.4haに対し、神戸空港他で2.4ha完成。 干潟は
計画約13haに対し、堺２区他で13ha整備中。緩傾斜護岸は計画
約3.4kmに対し、新島で 2.0km完成。砂浜は堺２区で 0.2km完成

（直立護岸の改良・生物多様性の確保）
・実験施設として「生物共生型護岸(堺２区)」が完成(H21.12）
緑藻類が着生し、生き物が確認されている

■ 主 な 取 り 組 み の 進 捗 状 況

森林の整備

浄化浚渫

流入ごみの削減

合併浄化槽の整備

農業集落排水施設の整備

下水道の整備

高度処理の推進

干潟・砂浜・礫浜の整備・保全

藻場・浅場
の整備

護岸の改良
（生物による浄化能力の強化など）

海に親しめる空間の
整備・イベントの開催

浮遊・海底・漂着ごみの削減

モニタリング
調査の充実

総量規制基準
の遵守の徹底

面源負荷対策
浚渫・覆砂

窪地埋め戻し

海辺の緑地
の整備

合流式下水道の改善

河川浄化施設の整備

 

 

河口干潟の整備・保全

モニタリングデータ
の発信・共有

市民参加によるモニタ
リング（一斉調査） 

リアルタイム
モニタリング

 

 

森・川・海のネットワークを通じて、
美しく親しみやすい豊かな
「魚庭(なにわ)の海」の
回復を目指します。

堺２区神戸空港 人工海水池（背後緑地）

植樹の様子

■■大阪湾に流れ込む汚れを減らす大阪湾に流れ込む汚れを減らす
（森林の整備）
・琵琶湖周辺、京都･大阪･奈良などの大阪湾集水域の各地で、地域住民、

ボランティア団体及び企業などの参画を得ながら森林整備を実施
・H16～22の年間の平均整備面積約14,000ha(うち約170haは市民等参画)

南あわじ市
広田浄化センター

甲賀市
信楽水再生センター

イメージ図

（普及率）

合併処理浄化槽の仕組み

浚渫による水質改善効果のイメージ（西の湖）

瀬と淵方式の浄化施設

アオノリ属

生物共生型護岸

森林整備面積等の推移

京都府西山

浅場(御前浜)

浅場(神戸空港島)

藻場(阪南市)

堺旧港（親水護岸）

海の教室

なぎさ海道ｳｫｰｸ

Dr.海洋

浮遊ゴミ

（H25.3現在）

淵 瀬

メバル

断面図

大阪府
なわて水みらいセンター

大阪府
竜華水みらいセンター

奈良市

下水処理＋農業集落排水処理＋浄化槽処理他

●洲本沖灯浮標

●関空MT局

●阪南沖窪地

●岸和田沖

浜寺航路第十号灯標●

●堺浜

淡路交流の翼港●
明石海峡航路東方沖灯浮標●

大阪港波浪観測塔●
●須磨海釣り公園

●淀川河口

六甲アイランド東水路中央大三号灯標●

●神戸港波浪観測塔

海洋環境船 Dｒ.海洋

大阪湾海洋短波レーダー

多様な海藻が繁茂

出典）近畿地方整備局調べ

出典）近畿地方整備局調べ

出典）近畿地方整備局調べ

出典）近畿地方整備局調べ

 

※しゅんせつ厚さは、事前の底泥調査に基づき決定 

覆土工（木浜内湖）

浄化浚渫（西の湖）

クヌギの植樹（箕面国有林）




